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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 14,470,440 14,326,519 19,379,795

経常利益 (千円) 479,783 513,973 514,622

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 486,535 381,131 473,600

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 296,090 △300,208 183,822

純資産額 (千円) 6,615,421 6,087,901 6,502,767

総資産額 (千円) 13,869,503 13,013,782 13,342,709

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 33.95 26.59 33.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.6 45.8 47.7
 

　

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.47 13.51
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間の当社が属するプリント配線板業界の状況は、国内では期後半から自動車関連や高付加価

値の家電製品分野等の需要が好調に推移し、低迷していた通信機器分野も回復傾向が強まり、プリント配線板の一部分

野では良化がみられました。海外では依然中国経済の下振れリスクが懸念され、先行きの不透明感は残りましたが、ア

ジア新興国等で引き続き自動車関連分野が成長し、需要は堅調に推移しました。

　このような状況の中、当社グループの国内業績は、プリント配線板事業で第３四半期後半から特に自動車関連分野、

スマートグリッド関連の受注好調により前年同四半期を上回りました。海外では中国の自動車関連分野の好調に加え、

映像関連分野において非日系顧客からの受注拡大により堅調に推移しましたが、円高の為替影響により、前年同四半期

を下回りました。これらの結果、売上高は14,326百万円（前年同四半期比1.0％減 143百万円の減収）となりました。

　利益面は、主に海外での受注改善と合理化効果により営業利益は495百万円（前年同四半期比4.3％増 20百万円の増

益）、経常利益は513百万円（前年同四半期比7.1％増 34百万円の増益）となりました。親会社株主に帰属する四半期純

利益は381百万円（前年同四半期比21.7％減 105百万円の減益）となりました。
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セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

 

（日本）

　片面プリント配線板は自動車関連の好調な受注により回復に向かい、両面プリント配線板は自動車関連とスマートグ

リッド関連が好調に推移したことでプリント配線板事業は前年同四半期を上回りましたが、実装関連事業の受注減によ

り売上高は6,159百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比0.2％減 13百万円の減収）、セグメント利

益（営業利益）は18百万円（前年同四半期比80.0％減 74百万円の減益）となりました。

 
（中国）　

　両面プリント配線板は自動車関連の好調や映像関連の非日系顧客からの受注が拡大しましたが、片面プリント配線板

で事務機や家電製品向け等が減少した結果、売上高は7,977百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比

3.3％減 268百万円の減収）、セグメント利益（営業利益）は両面プリント配線板の受注増加等により475百万円（前年

同四半期比10.9％増 46百万円の増益）となりました。

 
（インドネシア）

　両面プリント配線板は自動車関連向けが堅調に推移しましたが、片面プリント配線板で事務機やアミューズメント向

けの受注が減少した結果、売上高は1,578百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比5.8％減 97百万円

の減収）、セグメント損失（営業損失）は合理化等の対策により改善が進みましたが９百万円（前年同四半期比 43百万

円の減）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、主に現金及び預金の減少174百万円、受取手形及び売掛金の増加145

百万円、有形固定資産の減少226百万円等により、13,013百万円（前連結会計年度末比328百万円の減少）となりまし

た。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、支払手形及び買掛金の増加72百万円、未払法人税等の増加108百万円、

長期借入金の減少115百万円等により、6,925百万円（前連結会計年度末比85百万円の増加）となりました。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、主に利益剰余金の増加266百万円、為替換算調整勘定の減少660百万

円等により、6,087百万円（前連結会計年度末比414百万円の減少）となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は61百万円であります。

 なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(4) 生産、受注及び販売の実績

　①生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 4,898,457 ＋ 1.5

中　国 4,718,357 △10.6

インドネシア 1,323,502 △ 6.2

合計 10,940,316 △ 5.0
 

(注) １.　上記金額は、販売価格で表示しております。

２.　上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

３.　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　② 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 6,440,606 ＋1.3 698,570 △ 1.4

中　国 7,708,942 △9.9 921,837 △41.3

インドネシア 1,654,545 ＋1.1 179,849 ＋15.4

合計 15,804,093 △4.5 1,800,257 △26.1
 

(注) １.　上記金額は、販売価格で表示しております。

２.　上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

３.　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　③ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 6,159,344 △0.2

中　国 7,977,257 △3.3

インドネシア 1,578,747 △5.8

合計 15,715,349 △2.4
 

(注) １.　上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

２.　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 58,000,000

計 58,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 14,624,000 14,624,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 14,624,000 14,624,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月31日 ― 14,624,000 ― 1,102,433 ― 1,152,432
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 291,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

14,325,000
14,325 ―

単元未満株式 普通株式　 8,000 ― ―

発行済株式総数 14,624,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,325 ―
 

（注）１．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

２. 「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式772株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社京写

京都府久世郡久御山町
森村東300番地

291,000 ― 291,000 2.0

計 ― 291,000 ― 291,000 2.0
 

　（注）（自己保有株式）株式会社京写の株式数は、単元未満株式772株を除く株式数により記載しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PwC京都監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けている京都監査法人は、平成28年12月１日に名称を変更し、PwC京都監査法人と

なりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,113,635 2,939,088

  受取手形及び売掛金 ※1、※2  3,596,233 ※1、※2  3,742,016

  製品 603,339 556,796

  仕掛品 332,897 330,185

  原材料及び貯蔵品 790,589 720,004

  繰延税金資産 68,396 78,367

  その他 393,503 476,084

  貸倒引当金 △16,519 △23,398

  流動資産合計 8,882,075 8,819,145

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,441,019 3,278,448

    減価償却累計額 △2,599,710 △2,546,569

    建物及び構築物（純額） 841,308 731,879

   機械装置及び運搬具 7,451,204 6,820,211

    減価償却累計額 △5,575,204 △5,124,321

    機械装置及び運搬具（純額） 1,876,000 1,695,889

   土地 698,702 698,702

   建設仮勘定 27,121 94,436

   その他 975,573 976,210

    減価償却累計額 △781,802 △787,197

    その他（純額） 193,770 189,013

   有形固定資産合計 3,636,903 3,409,921

  無形固定資産 120,194 108,556

  投資その他の資産   

   投資有価証券 381,154 353,080

   繰延税金資産 91,162 113,520

   その他 245,352 221,416

   貸倒引当金 △14,133 △11,859

   投資その他の資産合計 703,535 676,158

  固定資産合計 4,460,634 4,194,637

 資産合計 13,342,709 13,013,782
 

 

EDINET提出書類

株式会社京写(E02048)

四半期報告書

 9/19



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,952,422 3,024,880

  短期借入金 1,716,213 1,838,141

  1年内返済予定の長期借入金 376,792 198,532

  リース債務 15,578 21,141

  未払法人税等 3,900 112,849

  賞与引当金 152,523 115,845

  その他 491,116 548,813

  流動負債合計 5,708,547 5,860,205

 固定負債   

  長期借入金 517,053 401,904

  リース債務 81,660 107,020

  退職給付に係る負債 206,720 231,999

  繰延税金負債 99,778 98,872

  その他 226,182 225,880

  固定負債合計 1,131,394 1,065,676

 負債合計 6,839,941 6,925,881

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,102,433 1,102,433

  資本剰余金 1,153,716 1,153,716

  利益剰余金 3,271,185 3,537,659

  自己株式 △31,932 △31,932

  株主資本合計 5,495,402 5,761,875

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 180,765 158,327

  繰延ヘッジ損益 △4,770 316

  為替換算調整勘定 776,586 115,717

  退職給付に係る調整累計額 △82,803 △72,170

  その他の包括利益累計額合計 869,777 202,190

 非支配株主持分 137,588 123,834

 純資産合計 6,502,767 6,087,901

負債純資産合計 13,342,709 13,013,782
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 14,470,440 14,326,519

売上原価 11,804,282 11,673,346

売上総利益 2,666,157 2,653,172

販売費及び一般管理費 2,190,892 2,157,446

営業利益 475,264 495,725

営業外収益   

 受取利息 2,080 749

 受取配当金 4,925 3,106

 為替差益 ― 24,074

 保険返戻金 19,801 ―

 仕入割引 13,029 14,711

 雑収入 10,526 14,528

 営業外収益合計 50,362 57,170

営業外費用   

 支払利息 19,094 17,670

 為替差損 13,111 ―

 売上債権売却損 12,438 11,835

 雑損失 1,200 9,416

 営業外費用合計 45,844 38,922

経常利益 479,783 513,973

特別利益   

 固定資産売却益 199 1,088

 投資有価証券売却益 190,836 ―

 特別利益合計 191,036 1,088

特別損失   

 固定資産売却損 197 342

 固定資産除却損 3,363 5,671

 事業構造改善費用 ― 4,898

 特別損失合計 3,560 10,913

税金等調整前四半期純利益 667,258 504,148

法人税、住民税及び事業税 176,673 117,884

法人税等合計 176,673 117,884

四半期純利益 490,585 386,264

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,049 5,132

親会社株主に帰属する四半期純利益 486,535 381,131
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 490,585 386,264

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △82,670 △22,437

 繰延ヘッジ損益 △1,750 5,086

 為替換算調整勘定 △114,207 △679,793

 退職給付に係る調整額 4,134 10,672

 その他の包括利益合計 △194,494 △686,472

四半期包括利益 296,090 △300,208

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 295,896 △286,455

 非支配株主に係る四半期包括利益 194 △13,753
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

 　(追加情報)

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）　

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

　期連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 

 
 

前連結会計年度

(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

受取手形  ―千円 17,568千円
 

 

※２　偶発債務

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

受取手形割引高 229,814千円 323,045千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

  

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日

　　　 至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日

　　　 至 平成28年12月31日)

 減価償却費 423,135千円 388,653千円

 のれんの償却額 13,500千円 13,500千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 114,662 ８ 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 114,657 ８ 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)
 

 

報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,835,182 7,303,584 1,331,672 14,470,440 ― 14,470,440

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

337,743 942,536 344,186 1,624,466 ― 1,624,466

計 6,172,926 8,246,121 1,675,859 16,094,907 ― 16,094,907

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

93,444 428,478 △53,212 468,711 ― 468,711
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

     (単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 468,711

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 6,553

四半期連結損益計算書の営業利益 475,264
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)
 

 

報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,854,723 7,181,285 1,290,510 14,326,519 ― 14,326,519

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

304,621 795,971 288,237 1,388,829 ― 1,388,829

計 6,159,344 7,977,257 1,578,747 15,715,349 ― 15,715,349

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

18,663 475,334 △9,682 484,314 ― 484,314
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

     (単位：千円)
 

利益 金額

報告セグメント計 484,314

「その他」の区分の損失 ―

セグメント間取引消去 11,411

四半期連結損益計算書の営業利益 495,725
 

 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 33円95銭 26円59銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額
   (千円)

486,535 381,131

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

486,535 381,131

   普通株式の期中平均株式数(千株) 14,332 14,332
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月９日

株 式 会 社　 京　　写

取 締 役 会 御 中

 

ＰｗＣ京都監査法人
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士  高　井　晶　治   印
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士  矢　野　博　之   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社京写の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京写及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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